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原子力規制庁の主な対応（７月２日以降） 

（東京電力福島第一原子力発電所関連） 

 

平 成 ２ ６ 年 ８ 月 ６ 日 

柏崎刈羽原子力規制事務所  

 

 

【原子力規制委員会】 

（７月 ９日定例会） 

○東京電力福島第一原子力発電所２,３号機海水配管トレンチ建屋接続部止水

工事の進捗及び課題について 

現状の課題（現在の凍結状況・トレンチ内汚染水の流速など）及び今後の

対策について、特定原子力施設監視・評価検討会第２４回会合(平成２６年７

月７日開催)で審議された結果が報告され、今後も、東京電力が行う建屋接続

部止水工事の対策を同検討会で確認することが了承されました。（別添） 

 

（８月 ６日定例会） 

○東京電力福島第一原子力発電所の外部事象に対する防護の検討について 

 東京電力株式会社福島第一原子力発電所の外部事象、具体的には地震及び

津波に対する防護については、定例会における議論を踏まえた考え方に基づ

き、更に特定原子力施設監視・評価検討会において議論を加え、その上で、

東京電力に対し地震及び津波に対する防護の検討を指示することが了承され

ました。 

 

【原子力規制委員会 検討チーム等】 

○帰還に向けた安全・安心対策に関する検討チーム 

７月 ３日 相談員制度について 

 

○特定原子力施設監視・評価検討会 

７月 ７日 第２４回   ７月２３日 第２５回 

 

○東京電力福島第一原子力発電所における事故の分析に係る検討会 

７月１８日 第６回 

 

 

以  上 
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東京電力福島第一原子力発電所２,３号機海水配管トレンチ 

建屋接続部止水工事の進捗及び課題について 

 

平成 26 年 7 月 9 日 

原 子 力 規 制 庁 

１． 建屋接続部の止水に関するこれまでの経緯について 

規制当局は、高濃度汚染水が滞留する海側トレンチからの漏えいについては、そのリ

スクの高さから早急な対策の実施を求めてきた。海水配管トレンチ内の汚染水の除去に

ついては、特定原子力施設監視・評価検討会（以下、「検討会」。）において止水工事に

関する実証試験結果や施工方法について確認を行っており、平成２５年８月１４日に認

可した実施計画においても記載（図１参照）。汚染水の移送やトレンチの充填に至る具

体的な内容については、平成２６年３月５日に変更認可申請が提出され、現在審査中。

現状の課題（現在の凍結状況・トレンチ内汚染水の流速など）及び今後の対策について、

検討会第２４回会合(平成２６年７月７日開催)で審議。 

 

２． 建屋接続部止水工事の進捗について 

凍結止水箇所は、２号機の立坑Ａ及び開削ダクト、３号機の立坑Ａ及び立坑Ｄの４箇

所(図２参照)であるが、検討会第２４回会合においては、４月より着手されている２号

機立坑Ａの凍結状況を中心に、以下のとおり東京電力より報告があった。 

 ２号機立坑Ａにおいては、パッカー未設置箇所や配管・ケーブルトレイの周囲の温度が

高い傾向であり、未凍結の状況(図３、図４参照)。 

 カメラによる確認の結果、パッカー未設置箇所の一部においては、凍結管周面の水は凍

っているものの、氷と壁面とは接着していないことを確認(図５、図６参照)。 

 凍結予定箇所の汚染水の流向、流速計による測定を実施した結果(図７参照)、方向や大

きさにばらつきがあるものの、流れが発生していることを確認。この水流が凍結の支障

となっていると推定。 

 

３． 課題 

 検討会において、構成メンバー等から挙げられた課題は以下のとおり。 

 凍結期間が２ヶ月を超えているにもかかわらず、凍結しない状況をみれば、凍結能力は

不足している。 

 入熱・除熱の条件から凍結能力に関する適切な評価が必要。 

 冷却材の送りと戻りの温度差は２℃程度しかないことから、パッカー自体がある種の断

熱状態にあり、凍結予定箇所の汚染水からの除熱を十分に行えていない。 
 凍結予定箇所の汚染水の流速は大きいところで毎分１～２ｍｍ程度であり、ポンプの運

転による更なる流速の抑制は困難。 

 凍結能力を抜本的に強化する対策が必要。 

以 上 
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図１ 海水配管トレンチ汚染水対策の概要 

(実施計画(H25.8.14認可)及び東京電力提供資料より作成) 

 

 

 

 

図２ 凍結止水箇所※ 

（※：東京電力提供資料に基づき作成） 
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図３ ２号機立坑Ａの温度測定結果①※ 

 

 

 

図４ ２号機立坑Ａの温度測定結果②※ 

（※：東京電力提供資料に基づき作成） 
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図５ ２号機立坑Ａ 凍結止水壁造成状況※ 

 

 

 

図６ パッカー未設置部(T８孔)の状況(スライド１８)※ 

（※：東京電力提供資料に基づき作成） 
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図７ 流向の測定結果※ 

（※：東京電力提供資料に基づき作成） 

 

 


